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～公共施設を考えよう～

で出前授業を
しました。
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＜ 出前授業の様子 ＞

皆さんが考えたおもな意見

＜ 学校のコンセプト ＞

◆ 自然に優しく地域の人と触れ合える

◆ 地域の人と関われるゼロカーボン学校

◆ 受付がない校庭や誰でも使える大型

食堂がある学校

◆ みんなで使えて一石二鳥

◆ バリアフリーで地域の交流広場

◆ 誰でも快適に過ごせる

＜ こんな学校にしたい ＞

▶ 屋上に植物を植える

▶ 休憩や育児ができる

▶ 自然を増やし、環境にやさしい

▶ 温水プールにして地域と一緒に使う

▶ 放課後や休日に誰でも公園として利用

▶ 校内に売店や食堂がある

▶ 児童館を一緒にすることで、放課後

そのまま遊べる

▶ 赤ちゃんからお年寄りまで、誰でも交

流できるバリアフリー広場

▶ 校庭が人工芝

▶ 映画館や図書館があり、放課後

みんなで楽しめる

２月14日に、栄小学校６年生を対象にタブ

レットを使った出前授業をしました。

授業の内容は、市役所の仕事や公共施設の課題である少

子高齢化と施設の老きゅう化を中心に学びながら

『新しく建て替えるとしたらどんな学校にしたいか。』

をテーマに、将来の栄小学校を考えました。

授業の後半では、グループに分かれ、タブレットのジャ

ムボード（ホワイトボード機能）を使いながら、テーマに

沿ってグループで話し合いました。

最後は、グループで考えた新しい学校の『コンセプ

ト』と『こんな学校したい。』を発表をしました。

たくさんの意見をいただき、ありがとうございました！



タブレットを使った

タブレットを使った

Ｑ４.主な自由意見（全42件の回答）

・栄小がもっと便利になって欲しいと思いました。どんなふうに建て替えられるのかが楽しみです。

・栄小が建て替えられるのはもう少し先だけど、少しでも意見が反映されたらいいなと思いました。

・本当に学校がみんなの公共の場になれば嬉しいなと思いました。そうすれば、もっといろんな人との交流が増えて

もっと魅力がいっぱいの西東京市になるなと思いました。

・自分たちで考えている中で、本当に「こんな学校になったら素敵だな。」と思いました。また、少子高齢化を悪い方

にだけ捉えるのではなく、高齢者と触れ合う場所があったらいいなと思いました。

・自分たちの意見を言う機会ができて良かったと思った。また、こういう機会を持てたらいいなと思った。

よく理解できた

72.1%

やや理解できた

27%

あまり理解で

きなかった

0.9%

【Ｑ１】
出前授業の内容は
どうでしたか

関心を持てた

56.8％

やや関心を持てた

39.6％

あまり関心を

持てなかった

1.8％

関心を持てなかった

1.8％

積極的に参加したい

10.8％

参加したい

63.1％

あまり参加

したくない

10.8％

参加したくない

0.9％
わからない

14.4％

【Ｑ２】
出前授業を受けて市政
（公共施設）に関心が持
てましたか

【Ｑ３】
今後、公共施設について皆
さんで考える機会があれば
参加したいですか


